
メタボリックシンドローム対策メタボリックシンドローム対策
総合戦略事業の取り組み総合戦略事業の取り組み

－千葉県モデルについて－－千葉県モデルについて－

千葉県健康福祉部健康づくり支援課千葉県健康福祉部健康づくり支援課



実施計画実施計画
の概要の概要
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モデル地区の特徴モデル地区の特徴

地区名地区名 九十九里町九十九里町 白子町白子町 大多喜町大多喜町

人口人口 １９，９２１人１９，９２１人 １３，４３４人１３，４３４人 １１，３７６人１１，３７６人

３０．０％３０．０％

５，４４５人５，４４５人

平成１７年度基本平成１７年度基本
健診受診率健診受診率

（負担金実績）（負担金実績）
４７．３％４７．３％ ７２．０％７２．０％ ３５．２％３５．２％

４人４人

１人１人

老年人口割合老年人口割合 ２４．４％２４．４％ ２６．０％２６．０％

４０歳から４０歳から

７５歳未満人口７５歳未満人口 ９，６３５人９，６３５人 ６，６９８人６，６９８人

所属の保健師所属の保健師

管理栄養士管理栄養士

３人３人

１人１人

３人３人

１人１人



（千葉県）

保健指導に要したおおよその
時間（対象者１人あたり）
保健師３時間３５分
栄養士３時間２５分

平成18年度メタボリックシンドローム対策総合戦略事業の結果について

対象者

７，４０３名
（3町１健保）

受診率

４７．１％
（3,484名）

情報提供

４３．４％
（1,512名）

動機付け支援

３２．８％
（1,143名）

積極的支援

２３．８％
（829名）

初回支援

６０．１％
（687名）

個別：30～75分
集団：80～90分

初回支援

６６．２％
（549名）

個別：30～60分
集団：80～90分

プログラム
修　了　者

３７．２％
（204名）

期間：３ヶ月

メタボ・予備軍
改 善 状 況

３９．１％
（61/156名）

階　層　化 特　定　保　健　指　導 評　価　特　定　健　診

企画立案・計画



積極的
支援

　

結果通知の送付
健診結果・生活
習慣結果・目標
設定、
健康相談の案内

情報提供

動機づけ
支援

　
　
　
町
の
開
業
医
に
よ
る
講
演
会

集団1日コース
食行動質問票
結果票の返却
目標設定
バランス弁当(食改）
運動指導

未来所者へのアプローチ
パンフレット
訪問・面接

１自分で運動

２教室参加型

３施設利用型

自己実践

活
動
チ
ェ
ッ
ク
表
記
載

個別面接
健診結果返却
生活習慣結果
生活改善点確認
健康づくり目標
設定
123のタイプを自
己決定

既存コース紹介
つくも運動6コース
国保ヘルスアップ
コース
ウォーキングロード
他

集団
体力測定
運動週1回2時間6ヶ月
栄養教室月1回4回BDHQ

つくもメタボ運動コース
体力測定
運動

自己
実践

３
ヵ
月
後
評
価

（
腹
囲
・
B
M
I
・
生
活
習
慣
・
血
液
検
査

）

個別
面接

再ア
セス
メント

６
ヵ
月
後
評
価

（
腹
囲
・
B
M
I
・
生
活
習
慣
・
血
液
検
査

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１ヶ月ごとに声かけ支援

九十九里町の保健指導プログラム例九十九里町の保健指導プログラム例



白子町保健指導プログラム例白子町保健指導プログラム例

情
報
提
供

動
機
付
け
支
援

積
極
的
支
援

健診結果
情報提供

資料の郵送

健診結果説明・
情報提供面接の
実施通知発送

個
別
面
接
の
実
施

集
団
健
康
教
育
通
知

個
別
支
援
通
知

メ
タ
ボ
リ

ッ
ク

集
団
健
康
教
育

運動プログラム

栄養プログラム

個人で実践

3ヵ月後
アンケートによ
る評価

体力評価

栄養評価

目標設定シート、
教育用教材の活
用
支援プログラムの
紹介

健康生活コーディ
ネート事業の利用

週1回実施

月1回面接

メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー

ム
講
演
会

（
全
住
民
を
対
象

）

 

1～2ヵ月後状況確認

12月～2月頃

12月

6
ヵ
月
後
・
最
終
評
価

3ヵ月後
アンケートに
よる評価

健
康
診
査
　
6
月
実
施

9月

運動＋栄養ﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾑ 体力＋栄養評価

ここに
講演会を

設定



新日鉄健保組合の保健指導プログラム例新日鉄健保組合の保健指導プログラム例

健
康
診
断
時
メ
タ
ボ
に
関
す
る
ポ
ス
タ
｜
掲
示

情報提供

動機付け支援

積極的支援

◎健診結果・情報提供資料(リーフレット等）送付

◎詳細問診・栄養チェック(BDHQ)・運動指導

◎個別面談にて、実践可能な目標を設定(記録ﾌｧｲﾙ
　　作成、万歩計の貸し出し）
◎治療中・継続医療・新規医療対象者にも主治医に
　　相談後の利用をｱﾅｳﾝｽ

◎初回教室(ﾍﾙｽﾁｪｯｸ・目標設定）

◎半日コース

実践

(随時、面談・電話等）
連絡がない方には連
絡

実践
◎中間教室(集団支援・個別支援）

実践

評価教室
(評価・実
践継続へ
の動機づ
け）

半日コース

評価(体重・腹囲）

達成度の確認

目標修正

スタート １．６ヶ月 ３ヶ月後

健
康
診
断
受
診
票
に
今
事
業
に
関
す
る
案
内
状
添
付

健
康
診
断
受
診
後
振
り
分
け

郵送による対応

◎半日コース

◎ヘルスチェック

・計測(体重・体脂肪率・腹囲・血圧）

・詳細問診
・栄耀調査（ＢＤＨＱ）
・体力チェック

(事前に医師による体力チェック可否の

確認)
◎目標設定

・医師による目標ｴﾈﾙｷﾞｰ設定(食事・
　運動）
・目標・具体的行動の自己決定
　基本は食事・運動の併用型とする
　が、本人と相談の上バランスを調整
　する。
　⇒ヘルスチェックと本人の希望を
　　もとにスタッフで協議しプログラ
　　ム決定、通知

・記録ファイル作成(体重・歩数・血圧

　目標評価等）

・万歩計の貸出

◎集団

・参加者間での討議

・昼食チェック
・ウォーキングチェック

◎個別
・達成度の確認（記録の
チェック） ◎達成度の確認

  (記録ﾌｧｲﾙのﾁｪｯｸ)

◎目標修正

随
時
面
談
：
電
話

連
絡
が
な
い
方
に
は
連
絡

◎ヘルスチェック
・計測(体重・体脂肪率・腹囲・血圧）

◎ヘルスチェック
　・計測(体重・体脂肪率・
　　腹囲・血圧）
　・採血(HDL・TG・LDL・BS・
　　Alc・UA：即時報告）
　・栄養ﾁｪｯｸ(BDHQ＋栄養
　　計算）
　・体力チェック
　・アンケート

随
時
面
談
：
電
話

連
絡
が
な
い
方
に
は
連
絡

動機付け支援・積極的支援で反応のない方、積極的支援次へのステップへの申し込みがない方、再案内及び電話による呼びかけを行う



プログラム参加への動機付けにプログラム参加への動機付けに
つながった要因－つながった要因－参加者からー参加者からー

求めている時に、自分に合ったプログラムの求めている時に、自分に合ったプログラムの
提示があった提示があった

生活時間でやりくりできる時間設定だった生活時間でやりくりできる時間設定だった

メタボ講演会で参加する気になったメタボ講演会で参加する気になった

初回の面接で参加する気になった初回の面接で参加する気になった

家族の後押しがあった家族の後押しがあった

中間評価の事例検討会で得られた参加者の声



プログラムを継続できた要因プログラムを継続できた要因
－－継続者の意見－継続者の意見－

自分に合ったプログラム内容だった自分に合ったプログラム内容だった

自分が利用できる時間帯・時間設定だった自分が利用できる時間帯・時間設定だった

無理のない目標設定をしたので楽しくできた無理のない目標設定をしたので楽しくできた

結果が目に見えてよくなってきた結果が目に見えてよくなってきた

体が軽くなったことを実感できた体が軽くなったことを実感できた((約１ヶ月目）約１ヶ月目）

知り合いから細くなったと誉められた知り合いから細くなったと誉められた

仲間がいた仲間がいた((競争者・成果の共感）競争者・成果の共感）

家族の応援、一生懸命なスタッフの存在家族の応援、一生懸命なスタッフの存在

低コストで続けられた低コストで続けられた

中間評価の事例検討会で得られた参加者の声



今後の課題今後の課題ⅠⅠ

ハイリスクアプローチハイリスクアプローチ

１．対象者の優先順位１．対象者の優先順位

２．人材育成２．人材育成

３．マンパワーの確保３．マンパワーの確保

４．保健指導のアウトソーシング４．保健指導のアウトソーシング

５．健診後のフォロー５．健診後のフォロー



今後の課題今後の課題ⅡⅡ

ポピュレーションアプローチポピュレーションアプローチ

１．受診率の向上１．受診率の向上

２．特定健診・保健指導の普及・啓発２．特定健診・保健指導の普及・啓発



平成平成1919年度年度

新制度への移行に向けた市町村等支援事業新制度への移行に向けた市町村等支援事業

１、アウトソーシング環境整備事業１、アウトソーシング環境整備事業

（１）民間開発型ハイリスクアプローチモデル事業（１）民間開発型ハイリスクアプローチモデル事業

（２）アウトソーシングを進めるための情報提供事業（２）アウトソーシングを進めるための情報提供事業

２、保健指導強化事業（人材の育成）２、保健指導強化事業（人材の育成）

３、「脱！メタボ」キャンペーン普及・啓発事業３、「脱！メタボ」キャンペーン普及・啓発事業
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